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在席状況

個人用ステータスメッセージの作成

個人用ステータスメッセージを作成してデフォルトメッセージと置き換えると、自分が何をして

いるのかを連絡先の人に知らせることができます。Cisco Jabberでは、状態ごとに最新の 3つの個
人用ステータスメッセージが保存されます。メインウィンドウのドロップダウンリストからス

テータスメッセージを選択することができます。

ステップ 1 メインウィンドウのステータスメッセージフィールドにカーソルを置きます。

ステップ 2 個人用ステータスメッセージを入力します。

ステップ 3 キーボードの Enterキーを押します。
Cisco Jabberに個人用ステータスメッセージが表示されます。

連絡先

ディレクトリグループを追加する

ディレクトリグループは、会社の管理者によって保守されます。連絡先リストにディレクトリ

グループを追加すると、そのディレクトリグループに割り当てられているユーザのリストが、連

絡先のグループに自動的に追加されます。このリストは会社のディレクトリと自動的に同期され

ているため、ユーザはリストを保守する必要はありません。これは、管理者が会社のディレクト

リに対してユーザを追加または削除するたびに、ユーザは連絡先のグループに対して追加または
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削除されることを意味します。ディレクトリグループは、連絡先リストからいつでも削除するこ

とができます。

1つのディレクトリグループに 100人以上のユーザが含まれている場合は、ユーザが個人的な連
絡先リストにも含まれていない限り、グループ内のどのユーザに対してもプレゼンスは表示され

ません。

ステップ 1 [メニュー（Menu）]アイコンを選択し、[ファイル（File）] > [新規（New）] > [ディレクトリグループ
（Directory Group）]を選択します。

ステップ 2 ダイアログボックスが開くので、ディレクトリグループ名を入力します。

追加するディレクトリグループを検索することもできます。ただし、検索機能がない場合は、管理者にグ

ループ名を教えてもらう必要があります。

ステップ 3 [追加（Add）]を選択し、[OK]を選択します。

外部連絡先の追加

Cisco Jabberでは、組織の外部にあるチャットアプリケーションから連絡先を追加することができ
ます。また、IMアドレスがない人に対するカスタム連絡先を追加することもできます。

この機能は、システム管理者が有効にする必要があります。外部連絡先を追加できない場合は、

システム管理者に相談してください。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [新規作成（New）]を選択し、追加する連絡先の種類を選択します。

ステップ 2 連絡先の電子メールアドレスを入力します。 IMアドレスのないカスタム連絡先の場合は、使用する連絡
先の詳細を入力します。

ステップ 3 連絡先グループを選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]を選択します。
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連絡先リストのインポート

連絡先リストを XML形式で作成し、 Cisco Jabberにインポートすることができます。

ステップ 1 Cisco Jabberのメインウィンドウを開きます。

ステップ 2 [ファイル（File）] >連絡先のインポート（Import contacts）]を選択します。

ステップ 3 連絡先リストを定義した XMLファイルの場所を参照します。

ステップ 4 連絡先リスト定義ファイルを選択し、 [Open（開く）]を選択します。

Cisco Jabberによって定義ファイルから連絡先がインポートされます。連絡先が連絡先リストで使
用できるようになります。

連絡先リストの定義

次の XML（抜粋）に、連絡先リスト定義ファイルの構造を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<buddylist>
<group>
<gname>Group Name</gname>
<user>
<uname>IM Address</uname>
<fname>Display Name</fname>

</user>
</group>

</buddylist>

次の表で、連絡先リスト定義ファイルの要素について説明します。

説明要素

XML宣言。
定義ファイルには、次の属性を持つXML宣言が含まれている必要があります。

• version：XMLファイルのバージョンを指定します。

• encoding：エンコーディングを指定します。utf-8を使用する必要があ
ります。

<?xml
version="1.0"
encoding="utf-8"?>

連絡先リスト定義のルート要素。buddylist

連絡先グループの親要素。

1つのグループに複数のユーザを含めることができます。

1つのグループに含めることができるユーザの数に制限はありません。また、
連絡先リスト定義ファイルに含めることができるグループの数にも制限はあり

ません。

ただし、Cisco Jabberに追加できる連絡先の数はサーバで制限されています。
連絡先リスト定義ファイルでその制限を超えないようにする必要があります。

group
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説明要素

グループの名前を指定します。gname

1人のユーザの詳細内容を含む親要素。user

ユーザのインスタントメッセージ（IM）アドレスを指定します。uname

クライアントユーザインターフェイスに表示される名前を指定します。fname

次に、Cisco Jabberにインポートできる連絡先リストの XML定義の例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<buddylist>
<group>
<gname>Sales</gname>
<user>
<uname>amckenzi@example.com</uname>
<fname>Adam McKenzie</fname>

</user>
<user>
<uname>aperez@example.com</uname>
<fname>Anita Perez</fname>

</user>
</group>
<group>
<gname>Marketing</gname>
<user>
<uname>nfox@example.com</uname>
<fname>Nancy Fox</fname>

</user>
</group>

</buddylist>

チャット

チャットウィンドウからの検索

チャットウィンドウの検索バーから、連絡先の検索や追加、連絡先へのコールができます。

ステップ 1 チャットウィンドウの検索バーに連絡先の名前を入力します。

検索バーに電話番号を入力し、チャットウィンドウから直接コールできます。

ステップ 2 次の方法のいずれかで連絡先と会話を開始します。

•連絡先の上にカーソルを置き、その連絡先をリストに追加するか、その連絡先にコールします。

•連絡先をダブルクリックし、チャットセッションを開始します。
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グループチャットの開始

グループチャットを使用して、一度に 2人以上の連絡先にインスタントメッセージを送信できま
す。グループチャットは常設されません。つまり、グループチャットを使用して 2人以上の人
とのチャットを作成できますが、履歴は保存されません。

グループチャットに招待する参加者を 1人以上選択します。 1つのチャットグループの参加者の最大数
は 200人です。

•グループチャットの参加者の 1人とチャットウィンドウを開きます。チャットウィンドウの右下の
[参加者追加（Add participants）]を選択して、他の招待者を指定します。

• [連絡先（Contacts）]リストで、グループチャットに招待するすべてのユーザを選択します。選択し
た名前を右クリックし、[グループチャットの開始（Start a group chat）]を選択します。

ファイルの転送

[ファイルの送信（Send file）]アイコンを使用して Cisco Jabberクライアント間でファイルを転送
することができます。チャットウィンドウにファイルをドラッグアンドドロップすることもで

きます。

ステップ 1 チャットウィンドウの右下隅にある [ファイルの送信（Send file）]を選択します。

ステップ 2 コンピュータから転送するファイルを選択します。

ステップ 3 [開く（Open）]を選択します。

特定の連絡先とドメインのブロック

特定の連絡先またはドメインをブロックすることができます。ブロックされた相手は、ユーザの

在席ステータスを表示したり、ユーザにインスタントメッセージを送信できなくなります。

ブロックリストに追加した相手の連絡先リストにユーザが登録されていても、その人はユー

ザの在席ステータスを表示したり、ユーザにインスタントメッセージを送信できなくなりま

す。

（注）

以下の例でブロックリストの仕組みについて説明します。
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例 1：組織内の特定の連絡先をブロックする

ある IMアドレスをブロックリストに追加します。その連絡先は、ユーザの在席ステータ
スを表示したり、ユーザにインスタントメッセージを送信できません。

例 2：特定のドメインをブロックする

cisco.comなどの特定のドメインをブロックリストに追加します。そのドメインに IMアカ
ウントを持つどの連絡先も、ユーザの在席ステータスを表示したり、ユーザにインスタント

メッセージを送信できません。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。
[オプション（Options）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [プライバシー（Privacy）]タブを選択し、 [詳細（Advanced）]を選択します。

ステップ 3 特定の連絡先アドレスまたはドメインを [ブロックリスト（Block list）]に入力します。

ステップ 4 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

特定の連絡先とドメインの許可

一部のCisco Jabberの導入では、ブロックリストに例外を追加する許可リストが含まれています。
特定の連絡先またはドメインを許可リストに入力することで、それらの連絡先がユーザの在籍ス

テータスを表示したり、ユーザにメッセージを送信できるようになります。

Cisco Jabberでは、連絡先リストが許可リストとして使用されます。連絡先リストに含まれて
いる連絡先を許可リストに追加する必要はありません。

（注）

以下の例で許可リストの仕組みについて説明します。

例 1：組織内の特定の連絡先を許可

1 基本的なプライバシー設定を行い、社内の全員をブロックします。

2 社内の連絡先の特定の IMアドレスを許可リストに追加します。

Cisco Jabberでは、許可リストに含まれている人を除き、社内のすべての連絡先がブロック
されます。
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例 2：特定のドメインを許可

1 基本的なプライバシー設定を行い、社外のすべての人をブロックします。

2 その後、cisco.comなどの特定のドメインを許可リストに追加します。

Cisco Jabberでは、cisco.comに IMアカウントを持っている人を除き、社外のすべての人が
ブロックされます。

例 3：ブロックされたドメインに属する特定の連絡先を許可

1 cisco.comなどの特定のドメインをブロックリストに追加します。

2 次に、anitaperez@cisco.comなどの IMアドレスを許可リストに追加します。

Cisco Jabberでは、anitaperez@cisco.comを除き、cisco.comに IMアカウントを持つすべての
人がブロックされます。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。
[オプション（Options）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [プライバシー（Privacy）]タブを選択し、[詳細（Advanced）]を選択します。

ステップ 3 特定の連絡先アドレスまたはドメインを [許可リスト（Allow list）]に入力します。

ステップ 4 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

会話を許可する相手の制限

Cisco Jabberの一部の導入では、社内および社外の誰と会話するかを制限することができます。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [プライバシー（Privacy）]タブを選択します。

ステップ 3 [社内（Inside my company）]セクションで以下のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

社内のすべての連絡先がユーザの在籍ステータスを参照しインスタントメッセー

ジを送信できます。

全員を許可（Allow
everyone）
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説明オプション

社内のどの連絡先もユーザの在籍ステータスを参照できず、インスタントメッセー

ジを送信できません。

全員をブロックするよう選択し、許可リストに特定の連絡先に対する例外を追加

することができます。

この方法では、連絡先リストに含まれている連絡先がブロックされません。

全員をブロック

（Block everyone）

ステップ 4 [社外（Outside my company）]セクションで以下のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

社外の人がユーザを連絡先として追加したときに、Cisco Jabberにより通知さ
れます。クライアントから通知があるたびに、次のオプションを選択できま

す。

• [許可（Allow）] -その人に自分の在籍ステータスを公開し、インスタン
トメッセージを送信できるようにします。

• [ブロック（Block）] -その人に自分の在籍ステータスを公開せず、イン
スタントメッセージを送信できないようにします。その人をブロック

リストに追加します。

• [連絡先一覧に追加（Add to my contact list）] -その人に自分の在籍ステー
タスを公開し、インスタントメッセージを送信できるようにします。そ

の人を連絡先リストに追加します。

常に確認（Prompt me
every time）

社外のどの連絡先もユーザの在籍ステータスを参照できず、インスタントメッ

セージを送信できません。

全員をブロックするよう選択し、許可リストに特定の連絡先に対する例外を

追加することができます。

この方法では、連絡先リストに含まれている連絡先がブロックされません。

全員をブロック（Block
everyone）

ステップ 5 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。
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ステータス要求の管理

一部のCisco Jabberの導入では、誰かが在席ステータスの表示を要求したときの通知を管理するこ
とができます。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [プライバシー（Privacy）]タブを選択します。

ステップ 3 次のオプションのいずれかを選択します。

説明オプション

社内の誰かがユーザを連絡先に追加するときに、Cisco Jabberによる通知は行われま
せん。

社外の人がユーザを連絡先として追加した際に、Cisco Jabberにより通知されます。

[社内の連絡先から
の要求を自動的に

受け付ける

（Auto-accept
requests from
contacts inside my
company）]

誰かがユーザを連絡先に追加するときに、Cisco Jabberによる通知は行われません。[すべての連絡先か
らの要求を自動的

に受け付ける

（Auto-accept
requests from all
contacts）]

誰かがユーザを連絡先として追加したときに、Cisco Jabberによって通知されます。
Cisco Jabberで通知が表示された場合、次のオプションを選択できます。

• [許可（Allow）] -その人に自分の在籍ステータスを公開し、インスタントメッ
セージを送信できるようにします。

• [ブロック（Block）] -その人にユーザの在籍ステータスを公開せず、ユーザに
インスタントメッセージを送信できないようにします。その人をブロックリ

ストに追加します。

• [連絡先に追加（Add to contacts）] -その人に自分の在籍ステータスを公開し、
インスタントメッセージを送信できるようにします。その人を連絡先リスト

に追加します。

[要求ごとに通知す
る（Prompt me for
each request）]

ステップ 4 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。
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チャットルーム

チャットルームが管理者によって有効にされている場合は、チャットルームを使用できます。

ハブウィンドウに [チャットルーム（Chat Rooms）]アイコンがある場合は、チャットルームが
有効になっています。

チャットルームでは、特定のテーマについてのディスカッションに参加したりその内容を閲覧し

たりできます。たとえば、管理者が「外国為替レート」などのテーマがあるチャットルームを作

成した場合、このルームに参加して外国為替レートについてのディスカッションをし、ルーム開

設後からこれまでに送られたすべてのメッセージを表示することができます。

ルーム名のリストを参照してすべてのルームを参照したり、開かれているルームに入室したり、

管理者にユーザをルームに追加してもらうことができます。ユーザは複数のルームのメンバーに

なることができます。ルームの内容は、キーワードや送信者でフィルタリングできます。

チャットルームへの入室

チャットルームに入室すると、共通のチャットウィンドウ内で複数のチャットルームメンバー

が情報を共有する会話に参加したり、発言を読んだりすることができます。ユーザがメンバーに

なっているすべてのルームは [マイルーム（Myrooms）]タブに一覧表示されます。管理者がユー
ザをチャットルームに追加すると、チャットルームが [マイルーム（My rooms）]タブにすぐに
表示されます。

ステップ 1 [ハブ（Hub）]ウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]アイコンをクリックし、 [すべてのルーム
（All Rooms）]タブを選択します。

ステップ 2 ルームを参照します。ルームはアルファベット順に表示されます。

ルームが特定のメンバーに制限されている場合は、管理者に自身を追加してもらわない限り入室できませ

ん。自身がメンバーになっていない制限付きのルームでは、 [参加（Join）]ボタンではなくロックアイ
コンが表示されます。

ステップ 3 入室するルームの横にある [入室（Join）]をクリックします。すでにメンバーになっているルームの横に
はチェックマークが表示されます。
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チャットルームへの参加

チャットルームに入ると、チャットに参加したりディスカッション履歴を表示することができま

す。

ステップ 1 ハブウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]アイコンを選択し、 [マイルーム（My rooms）]を選
択して、自分がメンバーになっているルームを表示します。

ステップ 2 入室するルームをダブルクリックします。

ステップ 3 チャットウィンドウの右側には現在の参加者の一覧が表示されます。参加者リストは表示または非表示

にすることができます。

ステップ 4 ディスカッションを読み、チャットメッセージを入力します。会話の履歴は常に見ることができます。

チャットルームから出てクライアントを閉じても、そのルームの会話に戻ることができます。チャット

ルームに戻ると、自分がログインしていない間に他のメンバーが送信したメッセージを閲覧できます。

チャットルームから [詳細を表示（Show More）]を選択すると、より古いメッセージが表示されます。

チャットルームのフィルタリング

チャットルームでは、キーワードが使用された場合、または特定のユーザがコメントを作成した

場合、あるいは自分のユーザ名が記載された場合に通知を作成することができます。これらの通

知はフィルタに基づいています。フィルタを使用すると、条件を定義してチャットルームを検索

することができます。フィルタを作成すると、チャットルーム内で発生している会話の中で、

フィルタの基準に一致するものが通知されます。ハブウィンドウの赤色の通知は、フィルタに対

して新しく見つかった一致の数を示します。フィルタには、自分のユーザ名がチャットルームで

使用されているというメンションや、キーワードや送信者で検索するカスタムフィルタなどを含

めることができます。

ステップ 1 クライアント内で、[チャットルーム（Chat Rooms）] > [フィルタ（Filter）]を選択し、[フィルタの作成
（Create Filter）]を選択します。

ステップ 2 フィルタにラベルを指定し、フィルタ条件を定義します。最大 3個のキーワード、もしくはユーザ名で
チャットルームをフィルタリングできます。1個以上のキーワードまたは送信者のユーザ名を定義する必
要があり、送信者と最大 3個のキーワードを指定できます。

ステップ 3 [作成（Create）]を選択します。
結果は [フィルタ（Filter）]タブに表示されます。見つかった結果のうち、未読の数も一緒に表示されま
す。結果は、フィルタに対する一致が新たに見つかるたびに自動的に更新されます。フィルタに対する

一致がある場合は、フィルタ一致をクリックして、一致が見つかったルームのチャット履歴を開くことが

できます。
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チャットルームでのユーザへのメンション

他のユーザが自分のユーザ名についてメンションすると、チャットルームフィルタの [自分の発
言（Mymentions）]セクションに通知が作成されます。他のユーザについてメンションすると、
そのユーザはチャットルームでメンションされたことを示す通知を受信します。

はじめる前に

ユーザはチャットルームが公開で、ユーザが組織の一員であるまたはチャットルームのメンバー

である場合にのみ通知を受信します。

メンション機能を使用するには、システム管理者がこの機能を有効にする必要があります。

ステップ 1 別のユーザについてメンションを作成するには、チャットルームのチャットウィンドウのテキストボッ

クスで、@記号の後にその人のユーザ名を入力し、そのユーザのディレクトリを検索します。入力内容
に一致するユーザ名がクライアントに表示されます。

ステップ 2 メンションするユーザ名を選択します。 Jabber IDが関連付けられていないユーザ名についてメンション
することができます。@記号をテキスト入力の一部として使用できます。

ステップ 3 メンションフィールドを終了するには Escキーを押します。

メッセージを送信した後、メンションされたユーザに対する通知と、メンションが作成されたルー

ム内の会話へのリンクが [自分の発言（My mentions）]リストに作成されます。

チャットルームの検索

チャットルームをキーワードで検索し、参加者、ルーム名、日付範囲などの条件を指定してキー

ワード検索をさらに絞り込むことができます。

はじめる前に

検索を行うには、チャットルームのメンバーである必要があります。

ステップ 1 クライアントウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]アイコンを選択し、[フィルタ（Filter）]タ
ブを選択します。

ステップ 2 Cisco Jabberのハブウィンドウで連絡先を検索するときのように、検索ボックスに検索条件を入力しま
す。チャットルームの検索には次の制限が適用されます。

•検索はこれまでチャットルームに参加した期間を含みます。

•検索文字列に文字を追加しない限り、検索は特殊文字には対応しません。

ステップ 3 結果をダブルクリックすると、検索条件に一致した常設チャットルームが開きます。
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結果は時系列に沿ってソートされ、ルームごとにグループ化されます。表示される結果の最大数

は 200件ですが、表示数を増やしてより古い結果を表示することができます。

カスタムチャットアラート音の追加

カスタムのチャットアラート音を追加できます。すべてのサウンドファイルは .wavオーディオ
形式である必要があります。サポートされている形式は以下のとおりです。

•WAV_FORMAT_PCM_8KHZ

•WAV_FORMAT_PCM_16KHZ

•WAV_FORMAT_PCM_24KHZ

•WAV_FORMAT_PCM_24KHZ_STEREO

•WAV_FORMAT_PCM_44KHZ

•WAV_FORMAT_PCM_48KHZ

•WAV_FORMAT_PCM_48KHZ_STEREO

•WAV_FORMAT_MU_LAW_8KHZ

•WAV_FORMAT_A_LAW_8KHZ

•WAV_FORMAT_G729

ステップ 1 システムの Jabber Chat Alertsフォルダに移動します。このフォルダのパスは、標準的なインストールで
C:\Program Files (x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\Sounds\Jabber Chat Alertsで
す。

ステップ 2 Jabber Chat Alertsフォルダにカスタムチャットアラート音のファイルをコピーします。
これにより、[オプション（Options）]ウィンドウの [サウンドとアラート（Sounds and Alerts）]タブに新
しいチャットアラートオプションが表示されます。

コール

コールの転送

すべてのコールを Cisco Jabberからボイスメール、または別の電話に転送することができます。

ステップ 1 メインウィンドウの電話制御メニューを選択します。

ステップ 2 [コールの転送先（Forward calls to）]を選択し、適切なオプションを選択します。
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連絡先へのコールアイコンの送信

チャットウィンドウで、コールアイコンを別のユーザに送信することができます。これを受け

取った相手は、このアイコンをクリックするだけでユーザにコールできるようになります。この

コールアイコンを使用すると、連絡先からのコールを簡単に依頼することができます。コール

アイコンを受け取った人は、アイコンをクリックするだけでユーザへの電話を開始できます。

チャットウィンドウ内の 1人以上の人に電話アイコンを送るには、次のいずれかのコマンドをチャット
ウィンドウに入力します。連絡先は、電話アイコンをクリックしてユーザへのコールを開始できます。

:callmeまたは :telephone

ミーティング

ミーティングアカウントの追加

Cisco WebExサイトを Cisco Jabberに追加して、オンライン会議の開始、参加、および管理を行う
ことができます。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [オプション（Options）]ウィンドウが開いたら、[ミーティング（Meetings）]タブの [アカウントの編集
（Edit account）]を選択します。

ステップ 3 [WebExサイト（WebEx Site）]ドロップダウンリストから [新規サイト（New Site）]を選択します。

ステップ 4 たとえば cisco.webex.comなど、Cisco Jabberクライアントに追加する Cisco WebExサイト名を含む必
要な情報をすべて入力します。

会議オプション

複数のユーザと話したり会議をしたりする場合は、会議オプションを使用して簡単にスペースを

作成することができます。
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パーソナルルームを使用した電話会議の作成

はじめる前に

Cisco WebExの [今すぐミーティング（Meet Now）]の設定で [すべてのインスタントミーティン
グに対してパーソナルルームを使用する（Use Personal Room for all my instant meetings）]が選択さ
れていることを確認します。

ステップ 1 連絡先一覧から 1人以上の連絡先を選択します。

ステップ 2 選択した連絡先を右クリックし、メニューから [今すぐミーティング（Meet Now）]を選択します。
ユーザは自身のパーソナルルームに接続され、電話会議に参加するための招待状が連絡先に送信されま

す。

コラボレーション会議室へのエスカレーション

Cisco Collaboration Meeting Room（CMR）を使用して、グループチャットから電話会議を作成す
るよう選択することができます。

ステップ 1 [電話会議にブリッジを使用する（Use my bridge for conference call）]のオプションが選択されていないこ
とを確認します。

これを行うには、[メニュー（Menu）]アイコンから [ファイル（File）] > [オプション（Options）] > [通話
（Calls）] > [電話会議にブリッジを使用する（Use my bridge for conference calls）]を確認します。

ステップ 2 参加者がいるグループチャットに参加している場合は、 [通話（Call）]アイコンを選択します。
電話会議に接続され、グループチャットの参加者には、ビデオリンクまたはCiscoWebExを使用してミー
ティングに参加するための招待状が送信されます。

マイブリッジを使用した電話会議の作成

はじめる前に

ブリッジ情報を設定します。

ステップ 1 チャットウィンドウでコールアイコンを選択して電話会議を開始します。

ステップ 2 これでブリッジに接続されます。他のグループチャットメンバーには、電話会議に参加するための招待

状が送付されます。
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ブリッジ情報の設定

ブリッジ情報を使用して、電話会議を作成するときに招待するユーザに送信する通話の詳細を指

定することができます。

ステップ 1 [メニュー（Menu）]アイコンを選択し、 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 開いている [オプション（Options）]ウィンドウで、 [通話（Calls）]タブを選択します。

ステップ 3 [電話番号を使用して電話会議を作成する（Use my number to make conference calls）]のオプションを選択
します。

ステップ 4 番号、またはブリッジを使用するための URLを入力します。

ステップ 5 （任意） ブリッジをパスワードで保護するには、[ホスト暗証番号（Host PIN）]および [ゲスト暗証番号
（Guest PIN）]を指定します。

ステップ 6 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

Cisco Jabber のカレンダーとの統合
ミーティングやカレンダーイベントを Cisco Jabberで直接表示するには、カレンダー統合を設定
します。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [統合（Integration）]タブを選択します。
リリース 11.0以降、このタブは [カレンダー（Calendar）]タブと呼ばれます。

ステップ 3 カレンダーを整理するために使用するアプリケーションを選択します。

Googleカレンダーと統合する場合は、アクセスを許可する必要があります。

ステップ 4 [ファイル（File）] > [終了（Exit）]を選択して Cisco Jabberを閉じます。

ステップ 5 Cisco Jabberを再起動します。

Google カレンダーとの統合

Cisco Jabberが再起動すると、 [Googleカレンダーへのサインイン（Google Calendar Sign In）]ウィ
ンドウが表示されます。アカウントの詳細を入力して、Cisco Jabberが Googleカレンダーのイベ
ントにアクセスできるようにする必要があります。
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はじめる前に

[統合（Integration）]タブの [Googleカレンダー（Google Calendar）]（リリース 11.0以降では [カ
レンダー（Calendar）]タブ）を選択してから、Cisco Jabberを再起動します。

ステップ 1 Googleアカウントのユーザ名とパスワードを入力し、[サインイン（Sign in）]を選択します。
Cisco Jabberが、カレンダーの管理許可を要求していることを示す通知が表示されます。

ステップ 2 [アクセスを許可（Allow access）]を選択します。

ステップ 3 メッセージが表示されたら、[はい（Yes）]を選択して、ページ上でのスクリプトの実行を続けます。
Googleカレンダーへのアクセスを初めて許可する際、ページ上のスクリプトでエラーが発生したことを示
すエラーメッセージが表示される場合があります。

[Googleカレンダーへのサインイン（Google Calendar Sign In）]ウィンドウが閉じます。

ステップ 4 Cisco Jabberのメインウィンドウで、左側のナビゲーションにある [ミーティング（Meetings）]タブを選
択します。

Cisco Jabberに、Googleカレンダーアカウントから取得したカレンダーイベントが表示されます。

Google カレンダーとの統合の削除

Googleカレンダーと Cisco Jabberの統合を解除することができます。 Googleカレンダーとの統合
を完全に解除するには、Googleアカウントからのアクセスを無効にしなければなりません。

ステップ 1 Cisco Jabberのメインウィンドウを開きます。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択し、[統合（Integration）]タブを選択します。
リリース 11.0以降、[統合（Integration）]タブは [カレンダー（Calendar）]タブと呼ばれます。

ステップ 3 [なし（None）]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 4 Cisco Jabberを再起動します。
Cisco Jabberに Googleカレンダーのイベントが表示されなくなります。

次の作業

[Googleアカウント（Google account）]ページを開き、 [Googleアカウントへの許可されたアクセ
ス（Authorized Access to your Google Account）]セクションで Cisco Jabberのアクセスを無効にし
ます。
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カスタムタブの作成

カスタムタブを作成し、HTMLコンテンツをメインウィンドウに表示することができます。

ステップ 1 [ファイル（File）] > [新規作成（New）] > [カスタムタブ（Custom Tab）]を選択します。

ステップ 2 [新規カスタムタブの作成（Create newcustom tab）]ダイアログウィンドウで、次のフィールドに値を入力
します。

• [タブ名（Tab name）]：必要に応じて、カスタムタブの名前を入力します。この名前は、カーソル
をタブの上に置くと表示されます。

• [ページのURL（Page URL）]：カスタムタブのURLを入力します。次のいずれかを入力できます。

◦ホストされたコンテンツ（例：www.cisco.com）

◦ローカルコンテンツ（例：file://C:\workspace\page.html）

ステップ 3 [作成（Create）]を選択します。
カスタムタブを削除するには、メインウィンドウでタブを選択し、[ファイル（File）] > [カスタムタブ
の削除（Remove custom tab）]を選択します。削除できるのは、自分が作成したカスタムタブのみです。

アクセシビリティ

スクリーンリーダーのサポート

リリース 10.6以降の Cisco Jabber for Windowsは、Windows 7またはWindows 8オペレーティング
システム上の JAWS 15または JAWS 16スクリーンリーダーをサポートしています。

クライアントで JAWSを実行するにはスクリプトをダウンロードする必要があります。スクリプ
トおよびリファレンスガイドは CCOからダウンロードできます。必要なファイルは
CiscoJabber-JAWs-Scripts.<latest-version>.zipです。

グレースケールのステータスアイコン

グレースケールのステータスアイコンはモノクロで、記号を使用してアベイラビリティを示しま

す。

グレースケールのステータスアイコンを使用するには、[表示（View）] > [ステータスをグレース
ケールで表示（Show status in grayscale）]を選択します。

次の表に、標準的なステータスアイコンとグレースケールのステータスアイコンを示します。
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説明グレースケールアイコン標準的なアイコン

応答可能

退席中

着信拒否

使用不可

キーボードショートカット

グローバルショートカット

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Shift+?ドックウィンドウへのアクセス

ドックウィンドウを表示するには：ヒント

1 メイン Cisco Jabberウィンドウを
開きます。

2 [表示（View）] > [ドックウィンド
ウを表示（Show dockedwindow）]
を選択します。

メニューキー
Shift+F10

コンテキストメニューを開く

着信コール

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Lコールに応答する

Ctrl+Dコールを拒否する

Ctrl+Rチャットでコールに応答する
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アクティブなコール

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Kコールを終了する

Ctrl+Shift+F全画面表示モードのオンとオフを切り替える

Ctrl+Shift+Bセルフビュービデオを表示または非表示にする

Ctrl+下矢印オーディオをミュートまたはミュート解除する

Ctrl+Shift+Vビデオを開始または停止する

Ctrl+Alt+Pコールウィンドウをドッキングまたはドッキン

グ解除する

Ctrl+Shift+Hコールを保留または再開する

Ctrl+Shift+K
キーボードでキーパッドの数字を入

力します。

ヒント

キーパッドを開くまたは閉じる

Ctrl+Shift+上矢印音量を上げる

Ctrl+Shift+下矢印音量を下げる

Ctrl+Shift+プラス詳細なメニューを開くか閉じる

Ctrl+Mコールが保留中のときに [マージ（Merge）]メ
ニューを開く

Ctrl+Shift+Tコールを転送する

Ctrl+Shift+C電話会議を開始する

インスタントメッセージ

キーボードのショートカット動作

Ctrl+B太字フォント

Ctrl+Iイタリック体

Ctrl+U下線

Ctrl+Cコピー

Ctrl+V貼り付け

Ctrl+X切り取り

Ctrl+Z元に戻す

Ctrl+Yやり直し
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スクリーンキャプチャ

キーボードでスクリーンキャプチャを作成するには、次の手順を実行します。

1 Tabキーを使用して、[会話（Conversations）]ウィンドウの [スクリーンキャプチャの送信（Send
a screen capture）]コントロールに移動します。

2 スペースバーを押し続けます。

3 矢印キーを使用して、キャプチャする画面の領域をハイライト表示します。

4 スペースバーを押してスクリーンキャプチャを取得します。

キーボードナビゲーション

次の画面では、 Tab キーと矢印キーを押して項目を切り替えます。

•メイン Cisco Jabberウィンドウ

•チャットウィンドウ

•コールウィンドウ

•連絡先リスト

•オプションウィンドウ

•固定ウィンドウ

ヒント •矢印キーを使用して、リストと個別のコンポーネントにアクセスします。

•一般領域を移動して先へ進むには Tab キーを使用し、一般領域を反対方向に移動するに
は Shift + Tab キーを使用します。

•複数の会話が進行している場合に、会話ウィンドウ間を移動するには、 Ctrl + Tab キー
を使用します。

•ウィンドウ上の項目を選択したり、連絡先リストの連絡先とのチャットを開始するには、
Enter を押します。

コール制御の操作

コールウィンドウのコール制御を操作するには、次の手順を実行します。

1 Tab キーを使用して、コール制御を切り替えます。

2 Space または Enter キーを押して、2番目の制御メニューを開きます。

3 矢印キーで設定を調整します。
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4 Esc キーを押して、2番目の制御メニューを終了します。

連絡先リストの操作

Tab キーで連絡先リストを表示すると、グループと連絡先が表示されます。グループと連絡先を
操作します。

•左右矢印を使って、グループを展開して折りたたみます。

•下矢印を使って、グループを操作します。

•右矢印を使って、グループを表示します。

•左矢印を使って、グループを閉じます。

•上下矢印を使って、グループの連絡先を操作します。

トラブルシューティング

機能にアクセスできない

たとえばボイスメッセージにアクセスできないなど、機能に関する問題がある場合、接続ステー

タスに問題がある可能性があります。

ステップ 1 クライアント内で、[メニュー（Menu）]アイコンを選択し、[ヘルプ（Help）] > [接続ステータスの表示
（Show connection status）]を選択します。

ステップ 2 表示されている各サーバについて、ステータスの表示が｢接続｣になっていることを確認します。

ステップ 3 ステータスが｢接続｣と表示されていないサーバがある場合は、[オプション（Options）]を選択してアカウ
ント設定を確認します。

[アカウント（Accounts）]タブが表示されます。

ステップ 4 ユーザ名が正しいことを確認し、システムの認証情報を再入力してから [適用（Apply）]を選択します。

ステップ 5 この問題が解決しない場合は、 [詳細（Advanced）]オプションを選択してサーバアドレスを確認し、サー
バ情報とともにこの問題をシステム管理者に報告してください。
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ビデオコールに関する設定

着信ビデオコールがあった際にビデオを表示したくない場合、コールの応答にビデオを使用する

設定を変更することができます。または、ビデオが表示されていない場合、ビデオの表示を選択

してコールに応答することができます。

ステップ 1 クライアントから [メニュー（Menu）]アイコンを選択して [ファイル（File）] > [オプション（Options）]
> [コール（Calls）]を選択します。

ステップ 2 設定は [常にビデオで通話を開始（Never start calls with video）]または [ビデオで通話を開始しない（Never
start calls with video）]を選択します。
設定はいつでも変更できます。任意の通話、または 1日単位でビデオをオフにするには [ビデオで通話を
開始しない（Never start calls with video）]を選択します。その後ビデオコールにする場合は設定を変更し
ます。

ステップ 3 [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

プロファイル写真の変更

プロファイル写真を表示していない、または使用中の写真を変更する場合は、プロファイル写真

の追加および変更が可能です。ただし、このオプションはクラウドの展開を使用している組織で

のみ使用できます。 [自分のプロフィールの編集（Edit my profile）]オプションが示されない場合
は、プロファイルの写真を変更できません。

ステップ 1 クライアントの [メニュー（Menu）]アイコンを選択し、[ファイル（File）] > [自分のプロフィールの編集
（Edit my profile）]を選択します。

ステップ 2 プロファイル写真の下にあるアイコンを選択し、アップロードする写真を参照します。

ステップ 3 写真を選択し、[開く（Open）]を選択します。

ハイパーリンク内のスペース

リンクをチャットウィンドウに貼り付けるときに、そのリンク（ネットワークの場所）にスペー

スが含まれている場合は、ハイパーリンクの先頭と末尾に山形カッコを付けて、リンク全体をク

リックできるようにします。このようにしなければ、最初の文字列（最初に出てくるスペースま

での文字列）のみがクリック可能なリンクになります。

たとえば、ファイルが配置されているネットワークの場所を同僚に送信したい場合があります。

山形カッコを付けずに場所のみを送信すると、その場所は

\\network_home\Public\user\11.0\ ADAM MCKENZIEのようになります。リンクを山形
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カッコで囲むと、<\\network_home\Public\user\11.0\ ADAM MCKENZIE>のように、文
字列全体がクリック可能なリンクとして表示されます。

クライアントエラー発生後の問題レポートの作成

Cisco Jabberで問題が発生し、閉じなければならなくなった場合は、問題の報告ツールが自動的に
起動します。

手順の概要

1. [クライアントエラー（Client Error）]ダイアログボックスで、問題の種類を選択します。
2. 問題の概要を入力して、[レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
3. [名前を付けて保存（SaveAs）]ダイアログボックスで問題レポートを保存する場所を選択し、

[保存（Save）]をクリックします。
4. このファイルをシステム管理者に送信します。

手順の詳細

ステップ 1 [クライアントエラー（Client Error）]ダイアログボックスで、問題の種類を選択します。

ステップ 2 問題の概要を入力して、[レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
システム管理者がレポートの送信機能を設定している場合は、[レポートの送信（SendReport）]
をクリックして、問題レポートをサーバにアップロードすることができます。この機能では、

ローカルにファイルを保存する必要はありません。

（注）

ステップ 3 [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスで問題レポートを保存する場所を選択し、[保存
（Save）]をクリックします。

ステップ 4 このファイルをシステム管理者に送信します。

ヘルプメニューからの問題レポートの作成

Cisco Jabberで問題が発生した場合、[ヘルプ（Help）]メニューから問題レポートを手動で作成で
きます。
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手順の概要

1. [ヘルプ（Help）] > [問題の報告（Report a problem）]を選択します。
2. 問題の領域を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
3. 問題の概要を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。
4. （オプション）メモリダンプファイルを含めるには、[メモリダンプを含める（Includememory

dump）]チェックボックスをオンにして、[ファイルの添付（AttachFile）]をクリックします。
5. [開く（Open）]ダイアログボックスで、該当のメモリダンプファイルを選択し、[開く（Open）]
をクリックします。

6. [レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
7. [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスで、問題レポートを保存する場所を選択
します。

8. このファイルをシステム管理者に送信します。

手順の詳細

ステップ 1 [ヘルプ（Help）] > [問題の報告（Report a problem）]を選択します。

ステップ 2 問題の領域を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 問題の概要を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）メモリダンプファイルを含めるには、[メモリダンプを含める（Include memory dump）]
チェックボックスをオンにして、[ファイルの添付（Attach File）]をクリックします。
Cisco Jabberまたはデバイスセレクタがクラッシュした場合は、メモリダンプを含めてください。

ステップ 5 [開く（Open）]ダイアログボックスで、該当のメモリダンプファイルを選択し、[開く（Open）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
システム管理者がレポートの送信機能を設定している場合は、[レポートの送信（SendReport）]
をクリックして、問題レポートをサーバにアップロードすることができます。この機能では、

ローカルにファイルを保存する必要はありません。

（注）

ステップ 7 [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスで、問題レポートを保存する場所を選択します。

ステップ 8 このファイルをシステム管理者に送信します。

Windows のスタートメニューからの問題レポートの作成
Cisco Jabberにサインインできない場合は、ホステッド仮想デスクトップのMicrosoft Windowsの
スタートメニューから問題レポートを作成できます。問題レポートにはシンクライアントから

のログが含まれないため、この手順はCisco Jabberにサインインできない場合にのみ使用してくだ
さい。
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手順の概要

1. [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Systems, Inc] > [問題の報
告（Report a problem）]を選択します。

2. 問題の領域を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
3. 問題の概要を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。
4. （オプション）メモリダンプファイルを含めるには、[メモリダンプを含める（Includememory

dump）]チェックボックスをオンにして、[ファイルの添付（AttachFile）]をクリックします。
5. [開く（Open）]ダイアログボックスで、該当のメモリダンプファイルを選択し、[開く（Open）]
をクリックします。

6. [レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
7. [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスで、問題レポートを保存する場所を選択
します。

8. このファイルをシステム管理者に送信します。

手順の詳細

ステップ 1 [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [Cisco Systems, Inc] > [問題の報告（Report a
problem）]を選択します。

ステップ 2 問題の領域を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 問題の概要を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）メモリダンプファイルを含めるには、[メモリダンプを含める（Include memory dump）]
チェックボックスをオンにして、[ファイルの添付（Attach File）]をクリックします。
Cisco Jabberまたはデバイスセレクタがクラッシュした場合は、メモリダンプを含めてください。

ステップ 5 [開く（Open）]ダイアログボックスで、該当のメモリダンプファイルを選択し、[開く（Open）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [レポートの保存（Save Report）]をクリックします。
システム管理者がレポートの送信機能を設定している場合は、[レポートの送信（SendReport）]
をクリックして、問題レポートをサーバにアップロードすることができます。この機能では、

ローカルにファイルを保存する必要はありません。

（注）

ステップ 7 [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスで、問題レポートを保存する場所を選択します。

ステップ 8 このファイルをシステム管理者に送信します。
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Cisco Virtualization Experience Media Edition

仮想環境

仮想環境では、シンクライアントとホステッド仮想デスクトップを使用します。ホステッド仮想

デスクトップは、データセンターと呼ばれる中央の場所にあります。ホステッド仮想デスクトッ

プは、以下のコンポーネントで構成されます。

• Microsoft Windowsデスクトップ

•アプリケーション（Cisco Jabberなど）

•データ

シンクライアントから、セキュアなCitrixまたはVMware接続を介してホステッド仮想デスクトッ
プにアクセスします。 Cisco Virtualization Experience Media Edition（VXME）がない場合は、Cisco
Jabberのチャット機能とプレゼンス機能を使用できます。 Cisco VXMEを使用すると、音声コー
ルとビデオコールのサポートが追加されます。

デバイス管理

CiscoVirtualizationExperienceMedia Edition（VXME）には、デバイスセレクタと呼ばれるコンポー
ネントが含まれています。デバイスセレクタを使用すると、カメラ、スピーカーデバイス、マ

イク、呼び出し音、アラートを管理できます。現在アクティブなデバイスを表示したり、変更し

たりすることができます。メニューには、最初にスピーカーデバイスのリストが表示され、続け

てマイク、呼び出し音デバイス、カメラのリストが表示されます。

新しいデバイスを接続すると、通知領域に「“新しいデバイスが見つかりました（New device
found）”」というメッセージが表示され、その新しいデバイスがアクティブになります。

一部のワイヤレスヘッドセットでは、そのデバイスを接続しているワイヤレスリンクがオー

プンになっていないことが原因で、着信コールの呼出音が聞こえない場合があります。ワイ

ヤレスリンクをオープンするには、使用するヘッドセットでコール応答ボタンを押します。

ヘッドセットの中には、独自の内部トーンを再生するものがあります。

（注）

デバイスの接続を解除すると、“デバイスの切断メッセージ”が通知領域に表示され、初期設定リ
スト（[ファイル（File）] > [オプション（Options）] > [オーディオ（Audio）] > [詳細設定
（Advanced）]）がアクティブになります。

デバイスセレクタアイコン（ ）が、画面の右下隅の通知領域（システムトレイ）に表示さ

れます。デバイスセレクタをなどの一部のアイコンは非表示にできます。非表示になっている

アイコンを表示するには、通知領域の上矢印をクリックします。
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デバイスセレクタの使用

選択可能なアクティブなデバイスを表示したり、各種のアクティブなカメラ、スピーカーデバイ

ス、マイク、呼び出し音、アラートを選択したりするには、[デバイスセレクタ（DeviceSelector）]
メニューを使用します。複数のデバイスが接続されている必要があります。

ステップ 1
Windowsの通知領域で、をクリックします。 をタップします。

選択されたデバイスにはチェックマークが付いています。

ステップ 2 目的のデバイス（カメラまたはオーディオ）をクリックすると、アクティブになります。

ステップ 3 このメニューを閉じるには、[デバイスセレクタ（Device Selector）]メニュー以外の場所をクリックしま
す。

画面ロック時のコール制御

ご使用のホステッド仮想デスクトップが画面ロックされている場合、コールを発信することはで

きませんが、コールの着信は可能です。ホステッド仮想デスクトップが画面ロックされていると

きにコールが着信した場合は、アクセサリのいずれかを使用して応答できます。サポート対象の

アクセサリでは、画面ロックされている場合でも次のコール制御機能を使用できます。

•コールへの応答

•電話終了

•コールの保留

•コールの再開

•オーディオ/ミュートの切り替え

•オーディオの音量の調整

シスコ認定の音声およびビデオアクセサリ

サポートされる音声およびビデオアクセサリのリストについては、http://www.cisco.com/c/en/us/
products/unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlの「Unified Communications Endpoint
and Client Accessories」を参照してください。

シスコはこれらのアクセサリに対するテクニカルサポートを提供していません。アクセサリ

に関する詳細な情報やテクニカルサポートについては、ご使用のデバイスのマニュアル、ま

たは製造元のWebサイトを参照してください。

（注）
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